
（
別
表
）

国
債
の
名
称

記

号

額
面
金
額
の
総
額

買
入
価
額
の
総
額

個
人
向
け
利
付
国
庫
債
券

（
固
定
・
五
年
）

第
一
回

百
二
十
九
億
九
千
三
百
五

十
九
万
円

百
二
十
八
億
二
千
七
百
二

十
七
万
二
千
四
十
八
円

〃

第
三
回

百
十
四
億
三
千
九
百
三
万

円

百
十
二
億
百
九
万
八
千
百

七
十
六
円

〃

第
五
回

百
三
億
五
千
三
百
七
十
八

万
円

百
一
億
五
千
四
百
九
十
八

万
七
千
四
百
二
十
四
円

〃

第
七
回

二
百
九
十
五
億
三
千
八
百

八
十
八
万
円

二
百
八
十
八
億
二
千
九
百

九
十
四
万
三
千
百
八
十
六

円

〃

第
九
回

三
億
六
千
百
八
十
六
万
円

三
億
五
千
七
百
二
十
万
六

千
三
百
六
十
一
円

個
人
向
け
利
付
国
庫
債
券

（
変
動
・
十
年
）

第
十
三
回

二
百
八
億
八
千
六
百
四
万

円

二
百
七
億
五
千
三
百
九
十

四
万
九
千
七
百
四
十
二
円

〃

第
十
五
回

二
百
九
十
三
億
六
千
三
百

十
八
万
円

二
百
九
十
一
億
七
千
七
百

四
十
八
万
二
千
七
百
三
円

〃

第
十
七
回

百
十
四
億
四
千
四
百
二
万

円

百
十
三
億
七
千
百
六
十
四

万
四
千
九
百
七
十
五
円

〃

第
十
九
回

百
十
億
七
千
六
百
二
十
一

万
円

百
十
億
六
百
十
五
万
二
千

五
百
八
十
二
円

〃

第
二
十
一
回

五
十
六
億
二
千
五
百
三
十

六
万
円

五
十
五
億
八
千
九
百
七
十

八
万
五
千
七
百
三
十
三
円

〃

第
二
十
三
回

四
十
五
億
三
千
百
七
十
万

円

四
十
五
億
三
百
五
万
九
千

七
百
三
円

〃

第
二
十
七
回

一
億
九
百
三
十
六
万
円

一
億
九
百
三
十
三
万
七
千

六
百
九
十
四
円

合

計

千
四
百
八
十
八
億
八
千
九

百
五
十
五
万
円

千
四
百
七
十
億
三
千
九
百

五
十
三
万
七
千
七
百
七
十

五
円

登
録
番
号

氏
名
又
は
名
称

試
験
検
査
を
行
う

事
業
所
の
所
在
地

試
験
検
査
の

区
分

廃
止
の
日

一
三
七

静
岡
県
環
境
衛
生
科
学
研
究

所

静
岡
県
静
岡
市
葵
区
北
安
東
四

丁
目
二
十
七
番
二
号

理
化
学
試
験

平
成
二
十
一
年
十

月
三
十
日

〃

第
十
一
回

五
億
五
千
七
百
十
七
万
円

五
億
五
千
四
十
四
万
二
千

九
百
六
十
円

〃

第
十
三
回

三
億
七
千
九
十
万
円

三
億
六
千
八
百
九
十
五
万

九
千
五
百
四
十
八
円

〃

第
十
五
回

二
億
三
千
八
百
四
十
七
万

円

二
億
三
千
八
百
二
十
一
万

四
千
九
百
四
十
円

平成™™年˜月™Ÿ日 木曜日 第œ™›˜号官 報
住
所
岐
阜
県
大
垣
市
南
ä
町
４
丁
目
8
6番
地

崔
良
鎬
昭
和
5
7年

1
0月

2
8日
生

住
所
大
阪
府
東
大
阪
市
小
阪
２
丁
目
２
番
2
5号

金
英
子
昭
和
1
2年
２
月
８
日
生

住
所
大
阪
府
東
大
阪
市
小
阪
２
丁
目
２
番
９
号

金
世
勲
昭
和
4
4年

1
2月
３
日
生

住
所
広
島
県
福
山
市
千
田
町
３
丁
目
1
4番

2
2
`
1
0
2号

朴
浩
英
昭
和
3
6年
５
月
５
日
生

住
所
島
根
県
出
雲
市
平
野
町
5
0
1番
地
３

金
÷
繪
昭
和
5
2年
６
月
９
日
生

住
所
神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
市
小
桜
町
３
番
4
3号

南
裕
樹
昭
和
5
4年

1
2月

2
0日
生

住
所
東
京
都
江
東
区
東
砂
８
丁
目
４
番
1
2
`
5
0
3号

姜
繪
子
昭
和
6
3年
６
月
1
9日
生

住
所
東
京
都
昭
島
市
松
原
町
１
丁
目
１
番
１
`
1
4
0
1号

姜
梨
夏
昭
和
3
5年
４
月
1
4日
生

住
所
神
戸
市
長
田
区
庄
田
町
２
丁
目
５
番
３
号

朴
久
美
昭
和
5
0年
２
月
１
日
生

朴
達
實
昭
和
5
4年
８
月
３
日
生

住
所
神
戸
市
中
央
区
北
野
町
２
丁
目
７
番
１
`
4
0
5号

李
東
浩
昭
和
3
2年

1
1月

1
7日
生

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
十
三
号

薬
事
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
厚
生
省
令
第
一
号
）
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
の
登
録
を

受
け
た
試
験
検
査
機
関
で
あ
る
社
団
法
人
日
本
薬
業
貿
易
協
会
に
つ
い
て
、
薬
事
法
施
行
規
則
第
十
二
条
第
一
項
に
規

定
す
る
試
験
検
査
機
関
の
登
録
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
六
年
厚
生
労
働
省
令
第
六
十
一
号
）
第
三
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
、
平
成
二
十
一
年
十
一
月
九
日
を
も
っ
て
そ
の
住
所
及
び
試
験
検
査
を
行
う
事
業
所
の
所
在
地
又
は
住
所
を
変

更
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
八
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

〇
外
務
省
告
示
第
三
十
三
号

次
の
旅
券
は
、
旅
券
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
二
年
一
月
十
二
日
を
期
限
と
し
て
返
納
す
る

よ
う
命
じ
た
が
、
同
期
限
ま
で
に
返
納
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
同
法
第
十
八
条
第
一
項
第
七
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
左

記
冒
頭
に
記
載
の
年
月
日
に
効
力
を
失
っ
た
。

平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
八
日

外
務
大
臣

岡
田

克
也

失
効
年
月
日

発
行
年
月
日

旅
券
番
号

平
成
2
2年
１
月
1
2日

2
0
0
7年
２
月
８
日

Ｍ
Ｓ
1
5
2
2
4
8
4

〇
外
務
省
告
示
第
三
十
四
号

平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
六
日
に
マ
ニ
ラ
で
、
円
借
款
の
供
与
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
政
府

と
の
間
の
平
成
十
三
年
九
月
十
三
日
付
け
の
交
換
公
文
に
従
っ
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
政
府
に
供
与
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
中
部
ル
ソ
ン
高
速
道
路
建
設
計
画
の
実
施
に
係
る
円
貨
に
よ
る
借
款
の
支
出
期
間
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
政
府

と
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
と
の
間
の
合
意
に
よ
り
、
平
成
二
十
二
年
十
二
月
十
七
日
ま
で
延
長
さ
れ
る
旨
の
口

上
書
の
交
換
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
政
府
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
八
日

外
務
大
臣

岡
田

克
也

〇
財
務
省
告
示
第
三
十
号

個
人
向
け
国
債
の
発
行
等
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
四
年
財
務
省
令
第
六
十
八
号
）
第
四
条
第
六
項
第
二
号
に
規
定

す
る
中
途
換
金
に
係
る
個
人
向
け
国
債
を
買
入
消
却
し
た
の
で
、
そ
の
国
債
の
名
称
等
を
別
表
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
八
日

財
務
大
臣

菅

人

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
十
二
号

薬
事
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
厚
生
省
令
第
一
号
）
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
の
登
録
を

受
け
た
試
験
検
査
機
関
に
つ
い
て
、
薬
事
法
施
行
規
則
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
試
験
検
査
機
関
の
登
録
に
関
す

る
省
令
（
平
成
十
六
年
厚
生
労
働
省
令
第
六
十
一
号
）
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
試
験
検
査
の
業
務
の
全
部
を

廃
止
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
八
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

š
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